








































の一つとして地球が形成されたのが約 46 億年前である（図 1A）。地球が形成されて以降の時間
経過は地層に刻まれた地質年代と対応させることができる。生命の出現から生物の進化が起き
た時代を大別すると、生命誕生以前の冥王代（46 億年前～ 40 億年前）、生命誕生以降を太古代（40
億年前～）、原生代（25 億年前～）、顕生代（5.4 億年前～）に大別できる（図 1B）。現時点で得
られている最も古い生命の痕跡の一例としては、カナダ・ケベック州のハドソン湾東岸沿いの
ヌヴアギツク帯（Nuvvuagittuq belt）から採集された約 40 億年前の海底の熱水噴出孔で形成さ
れた管状や糸状の構造を持つ微化石をあげることができる（Dodd et al., 2017）。
　次に生物の進化を考えるうえで注目したいのは、5 億 4 千万年前に開始したとされるカンブリ
ア紀とそれ以前の地質時代（先カンブリア時代）との境界である。これは、原生代と顕生代と
の境界でもある。エディアカランとは、地球が計 3 回の全球凍結（約 22 億年前、約 7 億年前、









繁栄と絶滅の舞台となった中生代（約 2 億 5 千年前～ 6 千６百万年前）に続き、地球は哺乳類
が動物相において中心的な位置を占める新生代（6 千６百万年前～現在）に入る。
新生代は、さらに下層の古第三紀（約 66 百万年前～ 23 百万年前）、新第三紀（23.03 百万年前～ 2.58
百万年前）、第 4 紀（約 2.58 百万年前～現在）に大別できる（図１C）。新生代最後の第四紀は、
さらに更新世（約 2.58 百万年前～約 1 万 1700 年前）と完新世（約 1 万 1700 年前～現在）に大
別できる。




から更新世後期（約 12 万 6 千年前～約 1 万 1700 年前）にかけてホモ・エレクトス、ネアンデ






　2000 年 2 月に、大気化学者 Paul Crutzen は、メキシコ・クエルナバカ（Cuernavaca）で開




れている。2000 年のクエルナバカでの IGBP における Crutzen の発言は大きな注目を集めたが、
これは、既に 1980 年代に珪藻類を専門とする生物学者 Eugene Stoermer により議論されてい
た概念と共通する点が多い（Revkin、2011）。そこで Crutzen と Stoermer は、共著で短い報告
を発表し、その中で改めて最終氷河期が終わる今から 1 万 1,700 年前に始まった完新世に続く新
しい地質時代の名称として Anthropocene という用語を提唱している（Crutzen and Stoermer, 
2000）。
　地球規模の人類の活動が地球の環境を改変する可能性およびその危険性について警鐘を鳴らし
たのは、Crutzen と Stoermer が初めてではない。今から半世紀以上前の 1970 年に国際的な枠組
みで学問の領域を超えた有識者たちにより結成された民間の組織「ローマクラブ（The Club of 
Rome）」が発足している（King and Schneider、1991）。ローマクラブは、科学者と経済学者の間
での活発な議論をまとめた、人類が直面する地球規模での危機についての予測をレポート「成長






























ての記述で公式に使用される地質年代学用語である（Walker et al., 2009）。しかし、Crutzen や
その賛同者らが提唱する内容によると、今日の我々は、地質年代学的な時間スケールにおいて、
まさに臨界点に立っており、地球の運命を大きく左右する可能性のある非常に現実的な問題に





絶滅（5 ～１万年前）、(2) 農耕の起源（1 万 1 千年以上前）、(3) 大規模農耕の開始・拡大（8000
年前～現在）、(4) 稲作の開始・拡大（6500 年前～現在）、(5) 人為的な土壌の形成（3000 年前～
500 年前）、(6) 新旧世界の衝突（植民地政策・プランテーション）（西暦 1492 ～ 1800）、(7) 産業
革命（西暦 1760 ～現在）、(8) 核兵器実験（西暦 1945 ～現在）、(9) 産業由来の化学物質の蓄積（西
暦 1950 ～現在）などが提案されている（Lewis and Maslin, 2015）。
　最初の提唱者である Crutzen らは、人新世の起点を産業革命期に求め、それ以降の約 250 年






味する Great Divergence の時期と人新世における大加速期とを重ね合わせる試みもある（Noah, 




の ARC での議論においては、大加速期（Great Acceleration）に相当する期間を発散的拡大期




きな影響力を有する国際層序委員会（ICS; International Commission on Stratigraphy）の第四
紀層序小委員会（SQS; The Subcommission on Quaternary Stratigraphy）の委員長であった
Philip Gibbard は、同小委員会内に、人新世の地質学的な評価を議論するためのワーキンググ
ループの設置を提案した。それ以降、関連用語を学術的にどのように取り扱うかは、2016 年に
設置された「人新世ワーキンググループ（AWG; Antropocene Working Group）」の委員らによ
る議論に委ねられた（Zalasiewicz, 2016）。AWG には、世界から約 40 名の研究者が評議員とし
て参加し、日本からは、島根大学エスチュアリー研究センターの齋藤文紀教授が参画している
（Anthropocene Working Group, 2019）。
　2019 年 5 月 21 日に発表された AWG での評議員による投票結果の報告によると、「人新世 /
Anthropocene」を地質年代の単位として採用すべきかどうかについて、有効票の 88％にあたる
33 名の評議員が賛成票を投じ、反対票は 4 票であった（Anthropocene Working Group, 2019）。
これにより AWG では、人新世の「世（epoch）」としての公式な採択および国際境界模式層断面・



























かりは 1800 年頃までに見つけることができ、それ以降の約 200 年間に大幅な数値の上昇を示し、
特に 1950 年頃以降に大きな加速が観察されている（Steffen et al., 2014）。報告された 24 の人新


































管理）を考えるうえで重要な因子であることを理解している（Abel et al., 2016; Marques et al., 
2019）。そして健康と教育に関する目標も将来の死亡率や出生率の変化に直接的・間接的な影響
を及ぼすことを想定し、SDGs の完全な形での実施が、世界人口の増加を抑制する効果を現しう
ることを予測している（Abel et al., 2016）。従って、SDGs への取り組みは人新世問題への取り













図 2．人新世を読み解くパラメータ群とポピュレーションダイナミクス。 (A) 24 の異なる人新
世パラメータが 1750 年～ 2000 年までの期間に示した相対変化の平均的な動きを表す曲線。(B) 
発散および収束の性質を持つ人新世のパラメータ間の隠れた区別（Kawano, 2019a 1 を改変）。
(C) SDGs 公式ロゴ。 (D) 1933 年に日本で出版されたマルサスによる「人口論に関するエッセイ


















長の限界」にも含まれているが（Meadows et al., 1972）、近代以降、初めて人口増加と食料



















こともあるロジスティック式である（Takaichi and Kawano, 2016）。同式を以下に示す。また
同式で表現される一般的な生物増殖のモデル曲線を図 2F に示す。 
𝑑𝑑𝑑𝑑







にも含まれているが（Meadows et al., 1972）、近代以降、初めて人口増加と食料生産の限界につ














まで下降する（図 2F）。このような個体数密度（N）、増殖率（r）および K 値との関係を数式で
表現した が、生態学分野において最も重要な式と評されることもあるロジスティック式であ





















長の限界」にも含まれてい が（Meadows et al., 1972）、近代以降、初めて人口増加と食料
生産の限界についての考察を示したのは、マルサス（Thomas Robert Malthus, 17 6-1834）で
あろう。図 2D に、筆者が科学史資料収集活動の一環として収集したマルサスの「人工原理

















こともあるロジスティック式である（Takaichi and Kawano, 2016）。同式を以下に示す。また
同式で表現される一般的な生物増殖のモデル曲線を図 2F に示す。 
𝑑𝑑


































人口密集地も存在していなかった。図 3A および B に、八幡製鉄所東田第一高炉跡地に保全さ
れる第 10 次改修高炉の外観と 1900 年以降の北九州地域の人口動態を表したグラフを示す（グ












レス前後に見せる細胞密度の変化とよく似ている（Dai et al., 2012）。ここで人口動態のシミュ
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